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１．概要（Summary） 

光を自在に制御するナノアンテナの１つに、光の波長

程度の間隔で周期配列させた金属ナノ粒子アレイ構造が

ある。窒化チタン(TiN)は可視～近赤外域で SPP 励起が

可能であるが、TiN のプラズモニック特性の評価は主に

近赤外域で行われている。本研究ではTiN薄膜に対して

ナノインプリントおよび反応性イオンエッチングを施すこと

で TiN 周期ナノドットアレイを作製し、可視域と近赤外域

での協同プラズモニックモードの励起を初めて実現した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な実験装置】 

ナノインプリントシステム、ドライエッチング装置 

【実験方法】 

サファイア基板上に製膜したTiN薄膜に対して、Siモー

ルドを用いたナノインプリント、および Cl2/BCl3/Ar ガスに

よる反応性イオンエッチングを施すことで TiN周期ナノドッ

トアレイを作製した。得られた試料に対して、透過率の入

射角度依存性の測定を行い、有限要素法を用いたシミュ

レーション(COMSOL) と比較した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1は作製したTiNナノドットアレイのＳＥＭ像を示す。

モールドの形状を反映した周期構造ができていることが

分かる。また、光透過率測定から、TiNナノドットの SPP と

光回折との協同モードの発生が示唆された。これらの挙動

はシミュレーションにより半定量的に再現された。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 装置使用の指導をしてくださいました京都大学ナ

ノテクノロジーハブ拠点の嶋田幸能様、瀬戸弘之様、

井上良幸様、高橋英樹様、小野邦彦様、藤谷彰久様に

感謝申し上げます。 

  

Fig. 1 Scanning electron microscopic image of imprinted 

structure.  
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